
働き方改革アクションプラン 

会社名 三菱自動車工業株式会社 従業員数 ①5,000 人以上  

 

① 時間労働の是正（ＫＰＩ） 

○2018 年（1 月～12 月）の年間総実労働時間を 2,100H 以内に抑える 

 2017 年（1 月～12 月）の実績は 2,115.5H 

○2018 年（1 月～12 月）事務所部門の年間総実労働時間を 2,050H 以内に抑える 

 2017 年（1 月～12 月）の実績は 2,080.8H 

○2018 年度（4 月～３月）の事務所部門の時間外労働を 25.0H/人/月未満とする 

 2017 年度（4 月～1 月時点）は 25.8H/人/月 

 

①時間労働の是正（行動計画） 

○毎月の本部別取得実績をイントラへ掲載することと、全管理職に発信・周知 

○プレミアムフライデーの設定（原則第 3 金曜日）、一斉定時退社日の設定（原則金曜日） 

▼本部別時間外労働および年休取得実績のイントラ掲載内容 

 

▼事務所部門の時間外労働実績 
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② 年休の取得促進（ＫＰＩ） 

○2018 年（1～12 月）組合員取得実績 17 日/人以上を達成 

（2017 年は 16.14 日/人） 

○2018 年（1～12 月）組合員の低取得者（6 日未満）数を 100 人未満にする 

（2017 年は 151 人） 

 

 

② 年休の取得促進（行動計画） 

○事務所部門年休取得奨励日の設定：平日の祝祭日および長期連休の前後に設定 

                         （2018 年 1～12 月は年間 14 日の設定） 

○上記奨励日およびプレミアムフライデー・一斉定時退社日を記載したカレンダーを全部署に発信・周知 

○毎月の本部別取得実績をイントラへ掲載することと、全管理職に発信・周知 

○半年経過後（6 月末）の低取得者（年休取得 3 日未満）を個別フォロー（上司・本人） 

○半年経過後の 7 月頃、役員会議に年休取得実績を報告 

○リフレッシュ休暇取得対象者（勤続 15・25・35年：5連続日の休暇取得）へアニバーサリーカードを

配布し、連続休暇取得を促進（対象年の前年 12 月頃に上司へ配布：上司から本人に手渡し） 

▼年休取得促進日・プレミアムフライデー・一斉定時退社日設定カレンダー 

   

▼年休取得実績（2016 年～） 
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③ 柔軟な働き方の促進（ＫＰＩ） 

○2018 年度の在宅勤務登録者を 250 名以上とする 

  2017 年度の登録者は 222 名（2018 年 3 月 20 日時点） 

○2018 年度中に介護支援に関する強化施策を新設する 

○2018 年度上期中に社内に両立支援（育児・介護等）に関する相談窓口設置を目指し、 

  検討を開始する 

○経済的負担緩和につながる福利厚生施策を追加する 

 

③柔軟な働き方の促進（行動計画） 

○7/23～27 のテレワーク・デイズを契機に在宅勤務を推奨する 

  

▼当社の主な両立支援制度

 




